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支部長挨拶（支部長 加藤信之）       P1 

新年度に向けての抱負です。 

東部地区例会（見学会）報告（事業開発委員長 土井俊幸）   P2 

3月5日にキリンディスティラリー富士御殿場蒸溜所の工場見学を行いました。 

西部地区例会（見学会）報告（防災委員長 馬渕大樹）    P2 

3月11日に楽器博物館の見学と台風15号被災者支援活動中間報告を行いました。 

中部地区例会報告（CPD委員 内藤克巳）     P3 

3月25日に「小中学生向けプログラミング教育」について講演会を行いました。 

第６回ＣＰＤ講演会報告（防災委員長 馬渕大幾）    P4 

2月18日に倫理、コロナ対策をテーマに講演会を行いました。 

今後の予定、編集後記        P.5 

表紙 2023年5月25日 松世 麻理子（撮影者） 

〇撮影場所：静岡県静岡市 清水港 

清水港にある商業施設ドリームプラザ、通称「ドリプラ」の夜景です。「ちびまる子ちゃんランド」が人

気です。 

 

裏表紙 2023年5月25日 

ドリームプラザの遊園地の夜です。 
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皆さんこんにちは、静岡県支部支部長の

加藤信之（電気電子部門）です。2021 年

度から引き続き、2023 年度も支部長を拝

命させていただきます。日頃から静岡県支部

の運営に対しご尽力くださった皆様に感謝と

敬意を表します。 

また、2021 年度の熱海土石流災害に続

き、2022 年度は台風 15 号による自然災

害が発生しました。被災者の皆様に心よりお

見舞い申し上げます。 

さて、2021 年度より支部長を仰せつか

りまして早 2 年となりました。振り返りま

すと、いろいろな仕事があり毎日忙しく過ご

させていただいております。 

支部長継続に当たって、下記の項目につ

いて進めていきたいと思います。皆様の引き

続きご協力頂きますようよろしくお願いしま

す。 

（1）ポストコロナに向けた活動方法の変革 

現在はコロナウイルスに対する対処方法

が確立してきているのもあり対面式イベント

も増えてきましたが、2 年前は技術士会イベ

ントがほとんどできずにいたことを思い出し

ます。当初は何もできませんでしたが、オン

ライン会議システムが一般化するとともに

CPD イベントが復帰してきました。オンラ

インシステムは世界中どこからでも参加でき

るメリットがありますので、このシステムを

使って今後は日本の技術士をグローバルに発

信していきたいと思います。また、対面式は

お互いの顔を直接拝見することができますの

で、人脈形成には欠かせません。これからは

両方のメリットを享受で

きることが必要です。 

（2）技術士の社会への

アピール 

現在、日本における

「技術士」は海外に比べ

て知名度が低いことを実

感しています。このままでは、技術立国であ

る日本の足枷となりえるかもしれません。技

術士として、技術の面白さなどを若いエンジ

ニアおよび学生にアピールし、「エンジニア

になりたい」と希望を持ってもらえるよう技

術士をアピールしていきます。 

（3）社会への貢献 

技術士である以上、社会貢献は必ず実行

しなければなりません。 

技術の一般への浸透活動として、理科授業支

援やテクノロジーカフェを通じて、技術を一

般の方々に理解しやすくする活動は従来通り

継続していきます。また、静岡県は地震や風

水害などの災害が多い地域でありますので、

災害が発生した時の技術援助はもちろんのこ

と、災害を最小限に抑えるべく防災教育など

を通じて地域社会に積極的に貢献していきま

す。 

コロナの状況は 5 月 8 日から感染症法の

「5 類感染症」になりましたが、引き続き感

染にはご注意ください。また、CPD イベン

トなどではぜひ対面で直接お会いしたく、皆

様のご参加を楽しみにしています。 

今後とも技術士会静岡県支部ご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

（支部長 加藤信之） 

 

支部長挨拶 
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2023年 3月 5日（日）コロナ禍の影響で中断

していました東部地区例会を 3年ぶりに開催し

ました。今回は久しぶりに懇親を深めることも目

的に、御殿場市に所在するキリンディスティラリ

ー富士御殿場蒸溜所の工場見学を企画しました。

参加者は 8名で、久しぶりにお会いする方がほ

とんどでした。 

 キリンディスティラリー富士御殿場蒸溜所は、

1973年操業以来、モルトウイスキーとグレーン

ウイスキーの両方を製造し、仕込みからボトリン

グまでを一貫して行う世界でも稀な蒸溜所です。 

 工場見学では、モルトウイスキーとグレーンウ

イスキーそれぞれの蒸留と発酵の工程について、

その違いなどの説明を聞きながら見学しました。

残念ながら工場ラインは休日で停止していました

が、動画を見ながら理解を深めました。その後パ

ッケージング工程を見学した後、代表的なモルト

ウイスキーとグレーンウイスキーのテイスティン

グを行い、味の違いを学びました。普段は何気な

く選んでいるウイスキーも、これからは拘って選

んでみようと思いました。 

 久しぶりの対面の見学会となり、会員同士の会

話も弾んで楽しい有意義な交流の場になりまし

た。（事業開発委員長 土井俊幸） 

2023年 3月 11日（土）に西部地区例会を 3年

ぶりに浜松市で対面形式で開催しました。従来の

例会では、会員有志が自分の専門事項等について

発表する形態でしたが、開催するか否か直前まで

決まらず、発表の準備時間が取れないことから、

楽器博物館の見学および台風 15号被災者支援活

動中間報告を行いました。7名が参加しました。

初めて参加された方が 2名でした。 

 楽器博物館では世界の主な民族楽器や様々な楽

器が展示されており、人類の歴史と音楽の関わり

が興味深く感じることができました。また、ミニ

演奏会が行われ、実際の演奏を楽しむこともでき

ました。 

 台風 15号被災者支援活動の中間報告では、必

要経費について懸念する意見がありました。交通

費は県支部から支給されますが、あくまでボラン

ティア活動の範囲内での活動に留まるので、通常

業務の様な活動までは出来ないと認識せざるを得

ず、被災者支援活動の限界を感じるところです。

（防災委員長 馬渕大樹） 

 

 

 

東部地区例会 

写真 2-1キリンディスティラリー富士御殿場

蒸溜所(同所ホームページより) 

西部地区例会 

写真 2-2 中間報告の様子 
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中部地区例会は、静岡労政会館にて2023 年 

3 月 25（土）に開催した。講演会はアイウェ

イドットジェイピー代表の井村 博 様を講師とし

てお招きして、テーマ 「小中学生向けプログラ

ミング教育」について約90分の講演をいただ

いた。井村様は、子供・社会人向けのプログラミ

ング教室を開業されている。本講演会参加者は

8名である。 

1. 講演概要  

プログラミング教育の背景：2020年度から小

学校でプログラミング教育が開始。目的は倫理的

思考力の向上である。現在、様々な分野でコンピ

ュータが必要不可欠な状況であり、これら分野の

高度化・複雑化に対応できる人材を国内で担うこ

とも背景にある。一方、プログラミング経験のあ

る教師は非常に少なく、教科として発展途上の段

階である。高校科目では、2022年に情報１、情

報２が始まった、情報システム、ネットワーク、

プログラミングを取り扱う。2025年の大学受験

生、2029年大学卒業、これら学生を受け入れる

企業は準備できているのか、今後の課題である。 

プログラミング教室の取り組み内容：目標は、

「プログラマ脳の取得」である。プログラムを通

じて、「合理的な思考力と問題解決能力」を取得す

る。具体的には、簡潔かつ、効率的、論理的な物

事の組み立て、３つの構造（順次、分岐、繰り返

し）の基本を身に着ける。 

カリキュラムは、まずScratch（MITが開発し

たビジュアル言語、小中学生対象）から開始して、

ゲーム開発を通じたプログラミングの基礎を学ぶ、

その後、Processing（中高生・社会人対象、Java

ベース言語、簡単な３D図形の作成が可能）また

は、micro: bit（電子工作デバイスによる電子制御 

が可能、回路作成も勉強になる）、Python（AIシ

ステム開発言語）により、本格的な IoTシステム

開発も挑戦している。以下は、講師による実演の

様子である。 

 

写真3-1 講演の様子 

資格取得：日商プログラミング検定を活用して、

学習の成果を第三者目線により具現化をしている。

難易度は ENTRY＜BASIC＜STANDARD＜

EXPERT の順である。教室では、小中学生でも

ENTRY を取得、BASIC では、高校生が合格し

た。 

プログラミング教育の問題点：教室では次の問

題が発生している。学習難易度（初歩からのステ

ップアップ時に挫折が発生しやすい）、内容選定

（子供のやる気と大人目線との差異）、学習時間の

確保（子供達の他学習との時間調節）、家庭学習の

問題（パソコンの所持、保護者のPCスキルも依

存） 

2. 所感 

プログラミング教育は、小中学生の自身の学習

意欲（自らゲームを作り、遊ぶ）を上手に引き出

し、目的である「合理的な思考力と問題解決能力

を取得」へ導くことが肝要だと認識した。小中学

生達がプログラミングを通じて取得した能力によ

り、実践社会で活躍する姿を期待する。 

（CPD委員 内藤克巳）

中部地区例会 
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2023 年 2月 18 日に第６回例会を静岡

労政会館で、WEB併用で実施しました。 

 参加者は、WEB参加者を含め、30名で

した。 

 講演は、技術士会でも見直しがされてい

る技術者倫理と、未だ収まらない新型コロ

ナ感染症に関するものでした。 

講演１ 

「技術者倫理『塔』を使って、考え、行動

する力をつけよう」 

講師：金沢工業大学 科学技術応用倫理研

究所/客員教授 大来 雄二氏 

 

写真 4-1  大来 雄二氏 

 企業不祥事や事故の背景にある技術者倫

理について、幅広い視点からご講演して頂

きました。電気がご専門の大北先生です

が、電気に限らず様々な技術面からの視点

で考えるアプローチの仕方をご紹介頂き、

大変参考になりました。今後技術者倫理を

考える上での新たな視点が出来た思いで

す。 

今後は自分自身でさらに知見を広げるため

に、ご紹介して頂いた関連図書を早速勉強

しようと思う次第です。 

また、日常の出来事等を観るときの視点も

広がり、倫理的思考を身近な出来事からも

実践出来そうな元気が出てきました。 

 日々の仕事や行事を、自分自信を倫理的

に振り返りながら実践したいと思います。 

 

講演２ 

「新型コロナウイルス感染症対策と今後に

ついて」 

講師：静岡県 健康福祉部 感染症対策局

長/青山 秀徳氏 

写真 4-2 青山 秀徳氏 

 未だ収まらない新型コロナ感染症対策の

難しさを感じるご講演でした。感染対策の

現状と課題についてご講演して頂きまし

た。 

 マスク生活が３年続くと、マスクするの

が普通になり、顔が見えない分感情を伴う

コミュニケーションがしづらくなっていま

す。厚生労働省も、新型コロナ感染症対策

の基準を緩める方向で様々な検討をしてい

るようです。通常の社会生活に安全に戻す

様に、今後の方針に期待するところです。 

人類の歴史は、感染症との戦いの歴史でも

あると言われるほど、感染症は身近なリス

クです。感染症対策の基準が緩んだとして

も、手洗い・うがい等個人でできる対策は

継続していきたいと感じる講演でした。 

 

（防災委員長 馬渕大樹） 

2022 年度第６回例会報告 
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■今後の行事予定  

No 日時 行事 

1 2023 年 6 月 3日（土） 年次大会 

2 2023 年 6 月 24 日（土） 合格者説明会 

3 2023 年 8 月 19 日(土) 第 2 回例会 

4 2023 年 8 月 19 日(土) 第 3 回例会 

5 2023 年 11月 見学会 

6 2023 年 12月 9 日(土) 第 4 回例会 

7 2024 年 2 月 24 日(土) 第 5 回例会 

※会員の方には、メーリングリストにて随時行事の案内をお知らせ致します。 

 

■編集後記 

静岡県支部会報 178 号をお読みいただきありがとうございます。 

2023 年度も引き続き、積極的に活動を行っていきたいと思います。今後とも、静岡県支部をよ

ろしくお願いします。（松世） 



 

 

 

 

2023 年 5月 25 日 夜のメリーゴーラウンド 
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